
令和 5年 11月 5日(日)  直島町本村 青木ギャラリーにて 

「直島の狛犬」 講師：倉敷埋蔵文化財センター 藤原好二氏 

1．狛犬とは 

寺社において、境内や参道、神前に設置される守護獣。 

 大陸から日本へ伝わってきたもの。 狛犬の「狛」は「高麗」の意味。 

紀元前 13世紀の頃には古代ギリシャのミケーネ城塞の門にライオンの像が彫られている 

ルーツは、それくらい遡る。日本には、平安後期の遺品・・・木製で（殿内狛犬）着色がある場合、阿形は獅子・

開口・無角・直毛・群青。吽形は狛犬・閉口・有角・巻毛・緑青となっている。江戸時代後半以後は石造（殿外

狛犬）になる。 

 

 

 

☆狛犬からなにがわかるのか 

狛犬の台座に彫られた奉納年、石工銘などにより、石工さん達の活躍した時代、地域性がわかる。また、石工さ

んの住所地が彫られていると、設置場所との関連性、昔の物流が分かる。 

 

 

 

 

 

 



2.香川県の狛犬 

約 1500対の調査より  最古は青銅製。 石造の最古は、高見島にある。 

 

奉納数の推移     近世から現代にかけて ４回の奉納ブームが見られる。 

・ 1850〜1860年代（嘉永〜慶應）   ・ 1900年代（明治後半期） 

・ 1920〜1930年代（昭和初期）   ・ 1990年代（バブル直後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ顔、似たような顔の狛犬

がいるそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

直島の 

瓦製です 

同じ顔ですね 

 



 

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演資料提供：藤原好二氏 

まとめ、山西輝美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１  香川県の石造狛犬       小豆島狛犬探究会 

２０２２  狛犬からみた丸亀の石工たち  小豆島狛犬探究会 

２０２３ 大原焼の狛犬         里庄町教育委員会 

藤原好二氏 


